
算数や数学の授業で学習した通り、１．００というのは１００％のことです。１．００に、１．００を何回

かけても、１．００になります。そして、１．０１というのは、１００％でやり切るだけではなく、ほんの少

しだけ、１％だけでも上回って、頑張りきることです。逆に、０．９９というのは、ほんの少しだけ「まあ、

いいか」と考えて１％だけ手を抜くこととなります。１．０１と０．０９、この２つの値の違いは、わずかな

がらの０．０２ではありますが、その違いを積み重ねていくことで、結果として歴然とした大きな差となって

表れてきます。例えば、１．０１を積み重ねていった場合は、１００回繰り返してみるとすれば、１．０１に

１．０１を１００回掛け合わせることとなり、その結果は、２．７０となります。ほんの少しの１％といった

頑張りが、大きな結果へと繋がっていきます。逆に、同じように、０．９９を積み重ねていった場合は、どう

でしょう。０．９９に０．９９を１００回掛け合わせた結果は、０．３７になります。２つの違いは、およそ

７．３倍もの違いとなります。さらに１年間では、どのような結果となるでしょうか。１．０１を３６５回掛

け合わせると、３７．７８にまで値は大きくなります。一方、０．０９を３６５回掛け合わせると、０．０３

となり、その差は１２６０倍までにもふくれ上がる結果となってしまいます。これらのことは何を意味してい

るかと言えば、１．００が日頃の自分の姿だとすると、１．０１はたとえわずかであったとしても少し頑張っ

た自分の姿であり、０．９９はその日の気分でいつもより少しさぼってしまった自分の姿であると言えると思

います。いつもよりほんの少し早起きして英単語を３つ覚えることを習慣として増やしただけで、そういった

少しのプラスアルファがあれば、それを毎日積み重ねることで、１年後には３７．８倍に成長した自分がいる

ことになります。逆に、ほんの少しだけ怠けてしまった自分。家でゲームをする時間が増えるなど、ちょっと

したマイナスでも、１年間毎日続けてしまうと０．０３倍となった自分になってしまうかもしれません。ほと

んど何もせずに過ごした１年間となってしまうかもしれません。 

今年度の入学式で、新入生の皆さんにお話した内容から、「高い志（こころざし）をもつ」ことについて、全

校生徒の皆さんに、この言葉が目指すことの意味について触れておきたいと思います。昨年度も、校長室だよ

り「羅針盤」では、「志（こころざし）」を立てることの意義について、孔子の教えが書かれている中国の古典

「論語（ろんご）」より、目標を定めて物事や勉強を始めることが、どれほど大事なことであるかをお話してき

ました。入学式では、『ピエタ』や『ダビデ像』の彫刻で知られるルネッサンス期のイタリアで活躍した芸術家

ミケランジェロの教えである「人間にとって最大の危機（危険）は、高い目標を掲げて失敗することではない。

低い目標を掲げて、それを達成してしまうことだ。」という言葉を紹介しました。夢や目標を持たずして、学校

生活は充実したものにはならないでしょう。この言葉は、夢や目標を達成することに問題があるのではなく、

本来は夢や目標に向かってチャレンジすることに大きな意味があるということを示しています。夢や目標は、

発想や行動を変え、チャレンジする気持ちつまりは志（こころざし）を継続させてくれるものであって、夢や

目標に向かってチャレンジすることが自分自身を高め、磨いてくれるという意味です。低すぎる目標は、言い

換えると予定に過ぎないこととなり、これまでの自分が持っている発想や行動を変化させるようなことはあり

ません。予定をいくらこなしていったとしても、行動は変わらないので成長に繋がることはないということで

す。高い志（こころざし）をもって、成長した自分を見つけることが何よりも大事なことです。実現できそう
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◆ 「いただきます」と「ごちそうさま」 

食欲の秋。野菜や果物など、秋の味覚が、食卓にも食材として溢れんばかりに並べられる日々が続いているの

ではないでしょうか。食事のときの「いただきます」と「ごちそうさま」。この言葉は、日本特有の言葉であり、

日本人の心が表れた言葉でもあります。「いただきます」は、私たちが生きていくために、命をあたえてくれた

動植物や、手間をかけて料理をつくってくれた人たちに対する感謝の気持ちを 

表したものです。また、「ごちそうさま」は、多くの生き物の命をごちそうに 

なり、あるいは良いごちそうを食べられたことへの感謝の気持ちを表している 

言葉です。食事の前と終わりに使われるこれらの言葉は、日本人が大切にして 

きた食文化のひとつであり、たくさんの食べ物であふれている現代だからこそ、 

感謝の心を持って、食べ物を大切にする気持ちがより大事なことだと思います。 

 


